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児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費等助成事業の
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あ
な
た
の
家
族
は
自
分
の
命
を
守
れ
ま
す
か

自
然
災
害
は
公
平
だ
。
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
災
害
に
襲
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

種
類
も
地
震
や
津
波
に
限
ら
ず
、
大
雨
、

洪
水
、
地
崩
れ
な
ど
い
ろ
い
ろ
だ
。
特
定

の
災
害
が
単
発
で
起
こ
る
と
も
限
ら
な
い
。

た
と
え
ば
大
地
震
の
後
に
大
雨
が
降
れ
ば

被
害
は
拡
大
す
る
。

災
害
に
対
処
す
る
に
は
体
力
と
判
断
力
が

必
要
だ
。
年
を
取
る
と
、
と
っ
さ
に
身
を
か

わ
す
こ
と
は
難
し
い
か
ら
大
事
に
至
る
。
高

齢
化
社
会
ほ
ど
災
害
に
も
ろ
く
な
る
。

子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
や
留
守
番
を
し

て
い
る
と
き
に
大
災
害
は
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
。「
家
に
一
人
で
い
る
と
き
に
大
き

な
地
震
に
あ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」

子
ど
も
に
聞
く
と
、「
お
母
さ
ん
に
電
話
を

す
る
」、「
誰
か
が
帰
っ
て
く
る
の
を
待
つ
」

と
い
う
答
え
が
多
い
と
い
う
。

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
や
家
族
は
災
害
が

起
き
た
と
き
、
一
人
で
自
分
の
命
を
守
れ

ま
す
か
？

災
害
の
記
憶
も
、
時
の
経
過
や
世
代
の

交
代
で
薄
れ
て
い
く
。

ま
た
、
人
に
は
、
危
険
が
近
づ
い
て
い

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
も
、
無
視
あ
る
い

は
過
小
評
価
し
て
や
り
過
ご
そ
う
と
す
る

あ
な
た
の
家
族
は
一
人
で
命
を
守
れ
ま
す
か

特
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
正
常
化
の
偏
見
」

と
い
う
。「
俺
だ
け
は
大
丈
夫
」、「
こ
の
前

は
大
し
た
こ
と
な
か
っ
た
か
ら
今
度
も
」

と
考
え
よ
う
と
す
る
。
正
常
化
の
偏
見
は

誰
に
で
も
あ
る
。

未
曽
有
と
言
わ
れ
る
今
回
の
東
日
本
大

震
災
だ
が
、
三
陸
地
方
で
は
過
去
に
何
度

も
津
波
が
襲
来
し
て
い
る
。
明
治
29
（
１

８
９
６
）
年
の
明
治
三
陸
大
津
波
の
犠
牲

者
は
約
２
万
２
０
０
０
人
。
釜
石
町
で
は

人
口
６
５
２
９
人
の
う
ち
、
４
０
４
１
人

が
犠
牲
と
な
っ
た
。

昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
の
昭
和
三
陸

大
津
波
で
死
者
・
行
方
不
明
者
３
０
６
４

人
を
出
し
た
宮
城
県
は
、
津
波
被
害
の
お

そ
れ
の
あ
る
地
域
で
、
知
事
の
認
可
な
く

住
宅
を
建
て
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
い
つ

の
間
に
か
こ
の
規
則
は
な
く
な
り
、
海
岸

付
近
に
は
ま
た
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

「
当
時
は
海
岸
近
く
に
住
宅
は
建
て
ず
、
み

な
高
台
に
家
を
構
え
た
の
だ
ろ
う
が
、
代

替
わ
り
す
る
う
ち
形
骸
化
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
地
元
住
民
の
コ
メ
ン
ト

が
地
元
紙
に
掲
載
さ
れ
た
（
河
北
新
報
２

０
１
１
・
４
・
５
）。

昨
年
２
月
27
日
の
チ
リ
沖
地
震
で
は
、

東
北
地
方
で
の
大
津
波
警
報
を
は
じ
め
、

太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
津
波
警
報
・
注
意

報
が
出
さ
れ
た
。
自
治
体
は
住
民
に
避
難

指
示
や
勧
告
を
出
し
た
。
だ
が
、
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
犠
牲

者
１
４
２
人
の
う
ち
50
人
以
上
の
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
た
岩
手
県
の
あ
る
市

で
は
、
海
岸
近
く
に

住
む
者
４
９
４
７
人

中
、
市
が
把
握
し
た

避
難
者
は
６
９
８
人

だ
っ
た
。
他
地
域
も

同
様
で
、
太
平
洋
沿

岸
の
津
波
常
襲
市
町

村
の
避
難
率
は
対
象

人
口
の
５
・
１
％
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。

過
去
の
大
災
害
の

教
訓
も
し
だ
い
に
現

実
味
が
薄
れ
る
。
迫

る
危
険
も
正
常
化
の

偏
見
に
よ
り
過
小
に

受
け
止
め
ら
れ
る
。

今
回
の
大
震
災
の
教

訓
を
わ
れ
わ
れ
は
子

や
孫
た
ち
に
残
せ
る

だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
自
身
が
覚
え
て
い

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、
相
模
ト
ラ

フ
沿
い
の
地
震
と
し
て
南
関
東
地
域
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
地
震
の

発
生
確
率
は
30
年
以
内
に
お
よ
そ
70
％
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
の
東
海
地
震

は
87
％
だ
。

30
年
以
内
！
そ
れ
は
明
日
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
と
き
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
子
、
孫
は
何
歳
に
な
り
、
ど
こ
に
い

る
だ
ろ
う
。
無
事
に
逃
げ
切
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
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特集　自主防災のススメ

東日本大震災で津波被害を受けた救急車（石巻市役所雄勝総合支所）
（写真提供：財団法人消防科学総合センター）

正
常
化
の
偏
見

東
海
地
震
発
生

30
年
以
内
に
87
％

参考：『これからの防災・減災がわかる本』（河田恵昭）、『津波災害』（河田恵昭）、総務省消防庁ホームページ、地震調査研究推進本部ホームページ、
群馬大学広域首都圏防災研究センターホームページ、東京新聞2010.3.1



慌てず行動できるよう、ふだんから家族で
防災について話し合っておきましょう

□災害はいつ起こるかわかりません。時間帯や

誰がどこにいるかなど、いろいろな想定をし

て話し合いましょう。

□家の中でどこが一番安全か。

□避難場所はどこか。

□どの道を通って避難するか。

□子どもやお年寄りはどうやって避難するか。

□避難するとき誰が何をし、何を持っていくか。

□非常持出袋はどこに置いてあるか。

□家族がそろってないときは、それぞれどこに

避難したり連絡するか。

家族と連絡が取れなくなることがあります。

どこに避難するか、安否の確認手段、避難先

のどこで落ち合うか決めておきましょう。

□被災時は、連絡手段が限られます。公衆電話

などから利用できる「災害伝言ダイヤル」や

携帯電話の「災害用伝言板」などの活用方法

を知っておきましょう。

□想定どおりにならない時の心がまえ

家庭で防災会議 脱出に備えて

まず自宅から安全に脱出する必要があります

□外への避難経路は複数の方法を考える。
災害により玄関が開かないことも考えられま
す。

□脱出通路に障害になるものを置かない。
□寝室には倒れそうなものを置かない。
□頭の上に物が落ちてこない所に寝る。
□枕元には懐中電灯、スリッパなどを用意して
おく。

□２階で生活している場合の脱出方法も準備し
ておく。

避難所までのルートをあらかじめ確認しておく

□どの道を通って避難するか。
災害時には、避難所までの道がふだんのよう
に通行できないことがあります。状況に応じ
た迂回路

う かいろ

も考えておきましょう。
□家のまわりの危険か所の把握
大雨で土砂崩れが発生しやすい場所、増水の
危険のある場所などで避難途中に危険に巻き
込まれることがあります。

□実際に歩いて危険か所を見つけ、安全なルー
トを確認しておく。
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火
災
を
出
さ
な
い

関
東
大
震
災
の
犠
牲
者
10
万
５
３
８
５
人
の
う
ち
火
災
に
よ
る
者
９
万
１
７

８
１
人
。
火
災
は
風
向
き
や
風
速
に
よ
っ
て
被
害
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

津
波
か
ら
逃
げ
る

▼
揺
れ
が
数
分
続
く
の
は
プ
レ
ー
ト
型
地
震
。
揺
れ
が
小
さ
く
て
も
津
波

は
来
る
、
大
揺
れ
な
ら
ば
す
ぐ
に
来
る
▼
避
難
す
れ
ば
助
か
る
▼
警
報
無

く
て
も
す
ぐ
避
難
▼
で
き
る
だ
け
高
い
と
こ
ろ
へ
▼
引
き
波
が
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
海
岸
に
見
に
行
く
の
は
死
に
急
ぎ
▼
津
波
の
中
は
泳
げ
な
い

（
波
に
の
ま
れ
た
り
、
物
が
ぶ
つ
か
り
命
を
落
と
し
ま
す
。
車
は
渋
滞
し

て
流
さ
れ
る
）
▼
火
の
始
末
（
津
波
の
時
に
火
災
も
発
生
）

家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
防
止

●
転
倒
防
止
金
具
な
ど
で
固
定
し
、
倒
れ
に
く
く
す
る
。

●
食
器
棚
、
窓
な
ど
の
ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
。

●
本
棚
や
食
器
棚
な
ど
は
、
重
い
物
を
下
に
収
納
し
、
重
心
を
低
く
す
る
。

●
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
危
険
な
物
を
載
せ
な
い
。

●
ガ
ラ
ス
製
品
が
倒
れ
た
り
、
す
べ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

耐
震
診
断
、
耐
震
補
強

大
地
震
に
住
宅
被
害
は
つ
き
も
の
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
死
亡
し
た
人

の
80
％
以
上
が
倒
壊
し
た
建
物
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。

◎
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用

の
一
部
（
対
象
費
用
の
３
分
の
２
ま
で
、
上
限
８
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。管

理
課
　
蕁
33
│
１
１
０
２

◎
住
宅
や
事
業
用
建
物
の
耐
震
補
強
・
改
修
を
す
る
と
所
得
税
、法
人
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

税
務
課
　
蕁
33
│
１
０
２
３

問 問 │
│
地
震
の
防
災
・
減
災
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

チェック チェック 



災
碑
に
は
「
岩
糸
地
区
下
組
で
は
60
余
戸

中
一
戸
を
残
し
す
べ
て
倒
壊
。
仲
原
台
６

戸
は
死
傷
者
５
人
、
27
日
間
寝
食
を
と
も

に
し
、
そ
の
後
住
民
は
移
転
し
た
」
と
い

う
旨
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

安
房
西
部
の
沖
積
地
で
は
、
液
状
化
現

象
が
起
き
、
地
割
れ
し
た
場
所
か
ら
水
や

泥
が
噴
き
出
し
た
。
南
房
総
市
で
も
、
地

割
れ
、
土
砂
崩
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
土

砂
災
害
が
起
き
た
。
和
田
地
区
白
渚
で
は

浅
間
山
の
南
東
斜
面
が
崩
落
し
、
三
原
川

が
せ
き
止
め
ら
れ
、
あ
ふ
れ
た
水
で
周
辺

の
１
万
５
０
０
０
㎡
以
上
の
水
田
が
流
さ

れ
た
。
三
芳
地
区
で
は
地
震
断
層
が
で
き

た
。
館
山
市
相
浜
地
区
で
は
、
高
さ
９
ｍ
の

津
波
が
あ
り
、
お
よ
そ
70
戸
が
流
失
し
た
。

赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
か
ら
ほ
ぼ
11
か

月
。
元
禄
16
年
11
月
23
日
（
１
７
０
３
年
12

月
31
日
）
午
前
０
時
頃
（
午
前
２
時
頃
と
も

い
わ
れ
る
）、
南
房
総
市
は
強
い
揺
れ
に
見

舞
わ
れ
た
。
震
度
は
丸
山
地
区
沓
見
の
７
を

最
高
に
５
以
上
。
震
源
地
は
野
島
崎
南
方
25

キ
ロ
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
２
。
揺
れ
に

続
い
て
津
波
が
襲
う
。
県
内
の
死
者
６
５
３

４
人
。
津
波
で
の
家
屋
流
失
５
２
９
５
戸
、

倒
壊
家
屋
９
６
１
０
戸
。
津
波
は
安
房
の
海

岸
地
域
で
は
高
さ
６
ｍ
か
ら
10
ｍ
超
に
達
し
た
。

富
山
地
区
の
永
井
庄
内
家
に
は
『
高
崎
浦

津
波
記
録
』
と
い
う
文
書
が
伝
わ
る
。
か
い

つ
ま
む
と
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
空
も
晴
れ
風
も
な
く
穏
や
か
に
一
日
が

暮
れ
た
。
真
夜
中
に
突
然
地
震
が
起
き
た
。

寝
て
い
た
の
で
転
び
な
が
ら
も
や
っ
と
立
ち

上
が
り
、
戸
を
開
け
外
へ
出
た
。
家
族
は
み

ん
な
無
事
だ
っ
た
。
倉
、
馬
屋
、
長
屋
門
な

ど
も
つ
ぶ
れ
た
が
、
住
居
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。

集
落
の
家
は
数
軒
を
除
き
み
ん
な
倒
れ
た
。

門
の
前
の
田
ん
ぼ
に
は
波
が
押
し
寄
せ
て
い

た
。
浜
台
の
人
た
ち
が
円
照
寺
山
の
松
に
し

が
み
つ
い
て
い
た
。
裸
で
と
び
出
し
て
き
た

者
も
い
た
。

い
っ
た
ん
家
へ
戻
る
と
波
が
庭
に
打
ち
寄

せ
、
腰
ぐ
ら
い
の
深
さ
で
、
井
戸
枠
が
少
し

見
え
る
だ
け
だ
っ
た
。
す
っ
か
り
海
に
な
っ

そ
の
時
安
房
の
大
地
が
動
い
た

突
然
の
揺
れ
が
東
京
を
襲
っ
た
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
９
。
揺
れ
は
一
度
で
収
ま
ら

ず
、
そ
の
後
わ
ず
か
５
分
の
間
に
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
７
を
超
え
る
余
震
が
２
度
。
翌
日
も

勝
浦
沖
を
震
源
と
し
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
６
、
九
十
九
里
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
１
の
地
震
が
発
生
。

「
と
ど
ろ
く
よ
う
な
大
き
な
音
が
聞
こ
え
、

水
平
の
振
動
に
続
い
て
激
し
い
上
下
震
動
が

お
こ
り
、
あ
た
り
の
家
々
は
一
瞬
に
し
て
土

煙
を
あ
げ
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
立
っ

て
い
る
こ
と
も
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、
は
っ

て
進
む
者
、
家
の
下
敷
き
と
な
っ
て
助
け
を

求
め
る
者
が
い
ま
し
た
。
余
震
は
何
回
と
な

く
起
き
、
２
、
３
日
続
き
ま
し
た
」（『
千
倉

町
史
』）。

最
初
の
地
震
で
つ
ぶ
れ
か
け
た
家
屋
は
、

続
く
余
震
で
完
全
に
倒
壊
し
た
。
北
條
町
や

舘
山
町
で
は
97
％
を
超
え
る
建
物
が
被
害
を

受
け
た
。「
北
條
町
で
倒
壊
を
免
れ
た
建
物

は
税
務
署
、
古
川
銀
行
、
房
州
銀
行
の
３
棟

の
み
。
全
町
全
滅
の
観
を
呈
し
て
い
た
」

（
北
條
税
務
署
『
震
災
日
誌
』）。

死
者
・
行
方
不
明
者
は
10
万
５
０
０
０
人

余
に
上
っ
た
。
丸
山
地
区
岩
糸
貴
船
神
社
震

4 2011年8月号

参考：『防災誌元禄地震』『防災誌関東大震災』（ともに千葉県）、
『房総沖巨大地震』（伊藤一男）、『富山町史』、『和田町史』、
『元禄関東地震の断層モデルと外房における津波』（佐竹健治ほか）

関東大震災で、那古では総戸数900軒のうち870軒が全壊。
倒壊による圧死者は125人を越えた。
「安房震災写真帖」（館山市立博物館）て

い
た
。
恐
ろ
し
い
の
で
家
の
中
か
ら
伊

勢
神
宮
の
お
札
を
持
ち
出
す
と
、
す
ぐ
に

寺
山
に
戻
っ
た
。

夜
が
明
け
て
も
地
震
が
あ
り
、
波
が
怖

く
て
光
泉
寺
か
ら
寿
薬
寺
へ
逃
げ
た
。
岡

や
浜
の
人
た
ち
が
寺
の
上
の
畑
に
小
屋
を

造
っ
て
い
た
。
ま
た
津
波
が
来
る
か
も
知

れ
な
い
と
思
っ
て
岡
に
と
ど
ま
り
、
浜
の

家
に
戻
っ
た
の
は
12
月
１
日
午
後
４
時
ご

ろ
だ
っ
た
。

親
は
子
を
亡
く
し
、
子
は
親
を
亡
く
し
、

夫
婦
も
は
ぐ
れ
、
幼
子
も
波
に
さ
ら
わ
れ
、

親
兄
弟
が
嘆
き
悲
し
む
様
は
な
ん
と
も
心

が
痛
ん
だ
。
目
も
当
て
ら
れ
ず
、
言
葉
も

消
え
失
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

２
週
間
く
ら
い
は
浜
に
多
く
の
死
体
が

打
ち
寄
せ
ら
れ
た
。
野
犬
が
そ
れ
を
く
わ

え
て
、
恐
ろ
し
く
て
外
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
。」

和
田
町
真も

浦う
ら

に
あ
る
威
徳
院
に
は
元
禄
津
波
到
達
地
点

を
示
す
碑
と
「
大
地
震
両
津
波
至
当
山
階
下
村
中
溺
死

八
十
余
人
」
な
ど
と
刻
ま
れ
た
大
津
波
供
養
塔
が
あ
る
。

■
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日
午
前
11
時
58
分
46
秒

■
頃
は
元
禄
、
真
冬
の
深
夜
　
激
し
い
揺
れ
と
津
波
が
襲
う

特集　自主防災のススメ
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・持ち出し袋は、逃げるときに両手が使えるよ
う、リュックタイプが便利です。重い物を上
にすると楽です。
・自分が持ち歩ける重さにしましょう。目安は
男性10キログラム、女性5キログラムまで。
・非常持ち出し袋とは別に、備蓄品として最低
3日分用意しておきましょう（★印のもの）。

□ 飲料水★
□ 食品★（ラーメン、レトルト食品、缶詰、ビスケッ

ト、チョコレートなど）

□ 貴重品（現金、通帳、印鑑など）

□ 救急用品（必要最小限のものにする）
例：三角巾、包帯、消毒ガーゼ、ばんそうこう、体

温計、はさみ、ピンセット、傷口消毒液、常備

薬、とげぬき、安全ピンなど

□ ヘルメット、防災頭巾（袋のそばに）

□ 手袋（軍手など）

□ 懐中電灯
□ 衣類★（下着、セーター、ジャンパー）

□ タオル
□ 洗面用具
□ 生理用品★
□ 毛布、ビニールシート
□ 携帯ラジオ
□ 携帯電話充電器
□ 予備電池
□ ライター、ろうそく（ビニールで包む）

□ 使い捨てカイロ
□ ティッシュペーパー
□ トイレットペーパー★
□ ビニール袋★
□ 新聞紙★
□ ラップ★
□ 筆記用具（ノート、鉛筆、油性マジックなど）

□ ガムテープ
□ ウィスキー小瓶
□ ミルク★
□ 紙おむつ★
□ 哺乳びん

非常持ち出し袋の中身 伝言サービス災害時の安否確認

・災害時は通話量が規制され電話がつながりにくくなり
ます。公衆電話が比較的つながりやすくなっています。
・災害発生直後は、消防、警察への連絡が優先できるよ
う、不急の内容は後回しにしてください。
・災害時には、電話、パソコン、携帯電話などから利用
できる伝言サービスが提供されます。災害時には普通
の電話よりもつながりやすくなります。
・災害伝言サービスが体験利用できます（期間限定）。家族
や親戚などで試して非常時に備えてください。
毎月1日（0時～24時）、正月三が日（1月1日0時～１
月3日24時）、防災週間（8月30日9時～9月5日17時）、
防災とボランティア週間（1月15日9時～1月21日17
時）

チェック 

｝小さな子どもがいる場合

災害用の「伝言ダイヤル」などの利用法 

● 伝言の録音・再生伝言の録音・再生 ● 伝言の録音・再生 

● 文字メッセージの登録・確認文字メッセージの登録・確認 ● 文字メッセージの登録・確認 

固定電話、携帯電話とも利用可能。声を約30秒吹き込めます。 
利用期限は2日間 

①⑦①にダイヤル 

自宅の番号 
などを登録 ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 

（◯◯）◯◯◯◯　◯◯◯◯ 

市街局番から 

録音の場合 
 

1 再生の場合 2

録音 

相手の番号を入力 
ガイダンス 
が流れます 

ガイダンスが流れます 

（◯◯）◯◯◯◯　◯◯◯◯ 

市街局番から 

再生 

注意 ：録音・再生は、0470などの市外局番から始まる電話 
　番号を入力します。 

登録は携帯電話からのみ、確認は携帯電話とパソコンから可能です。 
非常時は携帯電話接続サービスのトップページに「災害用伝言板」と 
表示されます。 

災害用伝言板 
被災地の方のみ 
情報の登録ができます 

登録 
確認 
削除 

ご利用可能地域 
ご利用方法 

伝言板登録 

「災害用伝言板」の中の 
「登録」を選んで下さい 

検索  

▼状態 
□無事です。 
□被害があります。 
□自宅にいます。 
□避難所にいます。 
▼コメント 
（100文字以内） 

災害用伝言板 
被災地の方のみ 
情報の登録ができます 

登録 
確認 
削除 

ご利用可能地域 
ご利用方法 

伝言板確認 

「災害用伝言板」の中の 
「確認」を選んで下さい 

安否を確認したい人の
携帯電話番号を入力し
て検索ボタンを押して
下さい。 
 
携帯電話番号 

安否を確認したい人の携帯
電話番号を入力して検索ボ
タンを押します→登録内容
が確認できます 

※登録情報確認の際、登
　録されたお客様自身の 
　携帯電話番号および登 
　録日時が表示されます。 

明日戻ります。 

ＭＥＮＵ 
□災害用伝言板 
　安否確認にご利用… 

Menuのトップに表示 
される「災害用伝言板」 
を選択 

090×××××××× 

登録 確認 

現在の状態について選
択したうえで、必要なら
ばコメントを入力して下
さい 
 

登録 

（注）登録、確認とも直接アドレスを打ち込んで接続ができます 
　　　　NTTドコモ　http：//dengon.docomo.ne.jp/top.cgi 
　　　　au　http：//dengon.ezweb.ne.jp　 
　　　　ソフトバンクモバイル　http：//dengon.softbank.ne.jp 
　　　　イーモバイル　http：//dengon.emnet.ne.jp 
　　　　ウィルコム　http：//dengon.willcom-inc.com

これは例示です。自分の避難状況などを考えて必要
な物や数を調整しましょう。



を
図
る
こ
と
で
、
南
房
総
市
は
犠
牲
者
ゼ
ロ

を
目
指
す
」
と
自
助
、
共
助
の
重
要
性
を
強

調
す
る
。

市
で
は
、
地
区
を
単
位
と
し
た
自
主
防
災

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。こ
の
組
織
は
、

災
害
時
に
は
住
民
の
避
難
誘
導
や
安
否
確

認
、
初
期
消
火
、
地
域
避
難
所
の
管
理
運
営

な
ど
を
行
い
、
ふ
だ
ん
は
防
災
訓
練
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。
市
内
１
１
７
行
政
区
の
う
ち

89
区
に
組
織
さ
れ
、
組
織
率
は
76
％
。
渡
辺

消
防
防
災
課
長
は
「
生
命
財
産
に
か
か
わ
る

こ
と
な
の
で
、
今
後
、
早
い
時
期
に
１
０
０
％

組
織
化
し
た
い
」
と
語
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
の
ひ
と
つ
に
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「
日
頃
や
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
ざ
と
い

う
時
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
防

災
訓
練
を
通
じ
て
体
験
し
て
お
く
こ
と
が
災

害
時
に
役
に
立
つ
。「
家
庭
や
地
域
で
何
を

す
べ
き
か
訓
練
を
通
じ
て
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
消
防
防
災
課
。

ま
た
、
防
災
訓
練
に
は
、
で
き
れ
ば
家
族

全
員
で
参
加
し
た
方
が
い
い
。
初
期
消
火
や

救
出
救
助
活
動
は
家
庭
で
は
な
か
な
か
経
験

で
き
な
い
か
ら
だ
。
地
域
で
の
顔
見
知
り
も

増
え
る
。
地
域
の
人
が
大
勢
参
加
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
地
域
の
防
災
力
が
高
ま
る
。

３
月
11
日
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
、
市
内
沿
岸
地
域
で
は
地
区
役
員
な
ど

が
区
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
た
。
和
田
町
真も

浦う
ら

地
区
の
川
名
忠
夫
さ
ん
（
68
）
と
辻
昇
さ

ん
（
68
）、
に
話
を
聞
い
た
。

「
当
時
は
区
長
だ
っ
た
。
支
所
か
ら
連
絡

を
受
け
、
区
役
員
が
手
分
け
を
し
て
、
海
沿

い
の
家
を
一
軒
一
軒
声
を
か
け
て
回
っ
た
」

（
川
名
さ
ん
）。「
区
の
役
員
が
回
っ
て
い
る

の
を
見
か
け
た
。
地
縁
団
体
の
代
表
だ
っ
た

の
で
、『
津
波
が
来
る
、
逃
げ
ろ
』
と
山
の

手
の
通
り
を
大
声
を
出
し
て
走
っ
た
」（
辻

さ
ん
）。
こ
う
し
て
約
80
人
が
高
台
に
避
難

し
た
。「
別
の
所
に
避
難
し
た
人
た
ち
も
い

近
所
の
チ
カ
ラ
が
モ
ノ
を
い
う

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
自
助
、
共
助
、

公
助
の
割
合
は
７
対
２
対
１
と
い
わ
れ
る
。

自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
の
が
原
則
だ

が
、
非
常
時
に
は
近
所
の
チ
カ
ラ
が
大
い
に

も
の
を
言
う
。
一
刻
を
争
う
事
態
で
は
、
住

民
同
士
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
手
遅
れ
に
な

る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
、
避
難
所
で
の
共

同
生
活
と
な
れ
ば
顔
見
知
り
同
士
の
方
が
心

強
い
。
ふ
だ
ん
か
ら
地
域
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
で
住
民
同
士
が
支
え
あ
え

る
体
制
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
。

石
井
市
長
は
、「
災
害
発
生
直
後
に
行
政

が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
。
ま
ず
自
分
の

生
命
は
自
分
で
守
る
。
家
庭
や
地
域
で
助
け

合
い
、
避
難
す
る
。
そ
し
て
臨
機
応
変
に
対

応
し
な
が
ら
行
政
の
支
援
を
待
つ
。
住
民
や

地
域
と
行
政
と
が
適
切
な
役
割
分
担
や
連
携

和田漁港を見下ろしながら話す辻さん（左）と
川名さん（右）※

た
。
こ
れ
ま
で
も
川
の
氾
濫
や
山
崩
れ
も

あ
っ
た
の
で
、
多
く
の
区
民
は
、
す
ぐ
に

避
難
し
た
」。
だ
が
中
に
は
渋
る
人
も
い
た

と
い
う
。

災
害
時
で
も
、
正
常
化
の
偏
見
な
ど
に

よ
り
避
難
し
な
い
人
は
少
な
く
な
い
。
特

に
津
波
の
場
合
は
一
刻
も
早
く
避
難
す
る

必
要
が
あ
る
。
人
は
誰
か
が
避
難
し
て
い

る
の
を
見
る
と
自
分
も
避
難
し
な
け
れ
ば

と
思
う
。
避
難
を
呼
び
か
け
な
が
ら
率
先

し
て
避
難
す
る
役
割
を
担
う
「
率
先
避
難

者
」
を
自
主
防
災
組
織
の
中
に
で
き
る
だ

け
多
く
決
め
て
お
く
と
い
い
。
率
先
非
難

者
の
存
在
が
人
的
被
害
を
少
な
く
す
る
。

災
害
時
に
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
放
送
さ

れ
る
言
葉
に
「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」

が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

■
避
難
勧
告

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
避
難
の
た
め
の
立
ち
退
き
を

勧
め
促
す
も
の
。
避
難
を
強
制
す
る
も
の

で
は
な
い
。

■
避
難
指
示
　
勧
告
よ
り
も
危
険
度
が
高
く

緊
急
に
避
難
が
必
要
な
場
合
に
出
さ
れ

る
。
勧
告
よ
り
も
拘
束
力
が
強
い
。
ち
な

み
に
日
本
に
は
「
避
難
命
令
」
と
い
う
言

葉
は
な
い
。

指
示
や
勧
告
が
出
な
く
て
も
、
危
険
を
感

じ
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

「
勧
告
」
と
「
指
示
」ど

う
違
う

東日本大震災では役場も被災した
（写真提供：財団法人消防科学総合センター）

住
民
同
士
で
避
難
を
呼
び
か
け
た

特集　自主防災のススメ

防
災
組
織
や
訓
練
で
助
か
る
命
が
あ
る

防
災
組
織
や
訓
練
で
助
か
る
命
が
あ
る 
防
災
組
織
や
訓
練
で
助
か
る
命
が
あ
る 

防
災
訓
練
は
家
族
で
参
加

※　写真は加工してあります。
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市
や
県
で
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
に
気
象
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

南
房
総
市
安
全
安
心
メ
ー
ル

大
雨
・
洪
水
な
ど
の
気
象
警
報
、

震
度
４
以
上
の
地
震
、
外
房
お
よ
び

内
房
地
区
沿
岸
の
津
波
予
報
、
避
難

情
報
、
火
災
情
報
な
ど
。

登
録
は
本
紙
19
頁
「
今
月
の
お
知

ら
せ
」
上
部
か
ら
。

ち
ば
防
災
メ
ー
ル

大
雨
・
洪
水
な
ど
の
気
象
警
報
、

県
内
で
震
度
３
以
上
の
地
震
が
観
測

さ
れ
た
際
の
震
源
震
度
に
関
す
る
情

報
、
県
に
発
令
さ
れ
た
津
波
の
予
報
、

台
風
情
報
・
東
海
地
震
情
報
な
ど

登
録
は
「
ち
ば
防
災
メ
ー
ル
」
で

検
索
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
で

防
災
情
報

安全に避難するための　10の原則＋1
地震避難を想定していますが他の災害対応にも応用してください。

1 ぐらっときたら身の安全
・大きな揺れを感じたら、テーブルの下などに潜り込
み、その脚を押さえます｡
・あわてて行動すると、転倒した家具類、飛び散った
ガラスの破片などでケガをする恐れがあります｡

2 窓や戸を開け　出口を確保
・ドアがゆがんで開かなくなることがあります｡窓や
戸を開け出口を確保します｡
・家に閉じ込められたら、物をたたくなどして助けを
呼びましょう｡声を出し続けると体力を消耗します｡

3 落ちついて　火の元確認　初期消火
・小さな揺れの時や揺れが収まったらコンロなどの火
を消しましょう｡
・火が燃え移ってもあわてず消火器などで消化しま
す｡消せないほど燃え上がっているときはそのまま
にしていったん外へ避難しましょう｡

4 落下物　あわてて外に飛び出さない
・戸外に出るときガラスや看板・屋根瓦などが落ちて
くる可能性があります｡できるだけヘルメットや防
災頭巾、帽子を着用しましょう｡
・むき出しの首筋も危険｡頚動脈

けいどうみやく

の保護を忘れずに｡

5 正しい情報　避難の判断
・災害時にはデマが飛び交いがち｡噂に惑わされずテ
レビ、ラジオ、役所などからの情報に注意し、正し
い状況把握に努めましょう｡
・役所から避難の指示・勧告などが出たら、従いまし
ょう｡指示・勧告などが無くても、危険が迫ってい
ると判断した場合は、ためらわず避難しましょう｡
・消防署、警察などは救急・救助活動などに追われて
います｡災害状況の問い合わせなどは、これらの活
動に支障をきたすのでやめましょう｡
・正しい情報も刻々と変わります｡情報の到着が前後
することがあります｡最新のものか確認しましょう｡

6 避難の前に安全確認　電気・ガス
・避難する時には、ガスの元栓を閉め、電気のブレー
カーを切りましょう｡停電後の復電で家電製品から
発火することがあります｡

7 避難は徒歩で荷物は最小限
・車を使うと渋滞で消防、救急活動などに差し支えます｡
・携帯品は歩きやすいよう背負えるものにし、服装は
活動しやすいものにしましょう｡
・いったん避難所に逃げても、さらに別の避難所に移
動する場合があります｡荷物や履物は身近にまとめ
ておきましょう｡

8 狭い路地、塀ぎわ、川に近づくな
・ブロック塀・門柱・自動販売機などが倒れてくる可
能性があります｡
・川も増水や崩落、津波の遡上などの危険があります｡

9 山崩れ、崖崩れ、津波にも注意
・地震による崩落の危険もあります｡その時点で安全
なルートを選びましょう｡
・津波警報が出たら、海岸付近にいる人は急いで高台や、
高くて頑丈な建物の上に逃げましょう｡警報や避難勧告
が出なくても、状況を見て早めに避難しましょう｡

10 みんなで助け合い、応急救護
・避難しながら近所にも声をかけましょう｡
・特にお年寄りや体の不自由な人、けが人などはみん
なで助け合いましょう｡
・初期消火はみんなで協力しましょう｡

プラス1 想定外は当たり前
・避難ルートなど想定どおりにならないことは、多々
あります。想定外が当たりまえと思い「とにかく助
かること」を念頭におき臨機応変に対応しましょ
う｡
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
現

況
届
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
医
療
費
な
ど

の
助
成
を
受
け
て
い
る
人
は
資
格
申
請
書
の

提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。
７
月
末
現
在
の
該

当
者
に
通
知
し
ま
し
た
の
で
、
８
月
中
に
子

育
て
支
援
課
、
市
民
課
、
支
所
（
三
芳
支
所

を
除
く
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
提
出
し
な
い
場
合
、
８
月
分

以
降
の
手
当
や
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象父

か
母
が
い
な
い
家
庭
、
父
か
母
が
一

定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
な
ど
で
児

童
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
（
３

月
31
日
）
ま
で

※
児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
開
始
時
期

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る

と
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

受
給
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前

年
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
認
定
請
求
す

る
場
合
は
前
々
年
）
の
所
得
額
に
よ
り
全

部
支
給
、
一
部
支
給
、
支
給
停
止
を
決
定

し
ま
す
。

全
部
支
給

４
万
１
５
５
０
円

一
部
支
給

９
８
１
０
円
か
ら

４
万
１
５
４
０
円

子
の
加
算
額

第
２
子
　
５
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
３
０
０
０
円

支
払
時
期

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
日
は
各
支
払

月
の
11
日
で
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
部
支
給
停
止

８
月
で
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人

は
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。

①
手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
経
過
し
て

い
る
人

②
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
経
過
し
て
い
る
人

※
就
業
し
て
い
る
人
や
障
害
の
状
態
に
あ
る

人
な
ど
は
、
必
要
書
類
を
提
出
す
れ
ば
減

額
さ
れ
ず
に
手
当
が
受
給
で
き
ま
す
。

対
象ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
、
そ
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
期
間

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で

※
児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

助
成
さ
れ
ま
す
。

助
成
開
始
時
期

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る

と
申
請
日
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

助
成
額

保
険
診
療
分
医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担

分
で
、
次
の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

通
院
・
調
剤
の
場
合

１
か
月
、
一
つ
の
医
療
機
関
な
ど
で
自

己
負
担
額
１
０
０
０
円
を
超
え
た
額

入
院
の
場
合

保
険
診
療
分
医
療
費
全
額
（
食
事
代
な

ど
は
助
成
対
象
外
）

※
高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
、
そ
の
ほ

か
の
制
度
か
ら
給
付
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
額
を
除
い
た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

支
払
時
期

申
請
月
の
翌
月
の
25
日

※
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
高
額
療
養
費
な
ど

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
支
給
決
定

を
待
っ
て
か
ら
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
に
母
子
自
立
支
援
員
を

配
置
し
、「
子
育
て
や
生
活
の
支
援
」「
就

業
支
援
」「
生
活
資
金
な
ど
の
貸
付
相
談
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
　
蕁
36
│
１
１
５
３

問

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業
の

手
続
き
は
８
月
中
に

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
助
成
事
業

期
限
を
過
ぎ
る
と
手
当
や
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
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重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
が
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
支
払
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
人

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
狢
、
狢
の

１
、
狢
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
の

人
※
施
設
や
病
院
に
い
る
人
に
は
特
例
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容

・
保
険
診
療
分
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が

支
給
対
象
で
す
。

・
入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
除
き
ま
す
。

・
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
附
加
給

付
金
、
高
額
療
養
費
、
高
額
医
療
・
高

額
介
護
合
算
療
養
費
な
ど
が
支
給
さ
れ

る
場
合
は
、
負
担
ま
た
は
支
給
さ
れ
た

額
を
控
除
さ
れ
た
額
が
支
給
対
象
で
す
。

・
手
帳
が
交
付
さ
れ
た
月
の
初
日
の
医
療

費
か
ら
支
給
対
象
で
す
。

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
支
給
を
受

け
た
医
療
費
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

重
度
心
身
障
害
者（
児
）に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

申
請
方
法

保
険
診
療
分
の
明
細
が
わ
か
る
領
収
書

と
印
鑑
を
持
っ
て
、
社
会
福
祉
課
、
市
民

課
、
支
所
（
三
芳
支
所
を
除
く
）
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
が
無
い
場
合
は
、
医
療
機
関
の

証
明
が
必
要
で
す
。

※
医
療
費
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
の

初
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、
申
請

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

市
町
村
民
税
が
一
定
額
以
上
の
人
は
、

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
受
給
資
格
、

支
給
内
容
、
所
得
状
況
な
ど
詳
細
な
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

課
税
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
新
た
に

申
請
す
る
時
と
毎
年
８
月
に
、
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
現
在
受
給
し
て
い
る

人
に
は
現
況
届
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が

な
い
と
、
平
成
23
年
８
月
診
療
分
以
降
の

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
課
　
蕁
36
│
１
１
５
１

問

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
か
か
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
か
ら
算
定
し
た
「
基
準
額
」
を

も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

納
付
方
法

特
別
徴
収

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
年
金
の
支
払
い
の

際
に
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
か
れ
ま
す
。

普
通
徴
収

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人

や
、
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し

た
人
、
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満

の
人
は
、
市
が
郵
送
し
た
納
付
書
か
、

口
座
振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
を
利
用
す
る
場
合
は
、
預
貯

金
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書
を
持
っ

て
、
指
定
の
金
融
機
関
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

健
康
支
援
課
蕁
36
│
１
１
５
４

問

所得段階ごとの平成23年度介護保険料 

所得段階区分 対　　　象　　　者 保険料年額 

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

第6段階 

第7段階 

第8段階 

22,900円 

22,900円 

34,300円 

39,800円 

45,700円 

51,200円 

57,200円 

68,600円 

①生活保護の受給者 
②世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人 

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額の 
合計が80万円以下の人 
世帯全員が市町村民税非課税で、第2段階以外の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課税で、 
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課税で、 
第4段階以外の人（基準額） 

本人に市町村民税が課税されていて、合計所得金額が125万円を超え200 
万円未満の人 

本人に市町村民税が課税されていて、合計所得金額が125万円以下の人 

本人に市町村民税が課税されていて、合計所得金額が200万円以上の人 
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障
害
児
福
祉
手
当

精
神
や
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
に
支
給
し
ま

す
。

対
象そ

れ
ぞ
れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り

ま
す
。

①
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

１
級
か
ら
２
級
の
人
、
療
育
手
帳
の
障

害
程
度
が
狢
・
Ａ
の
１
・
Ａ
の
２
の
人

②
前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診

断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※
施
設
に
入
所
を
し
て
い
る
人
や
、
障
害

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
給
付
を
受
け

て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

１
万
４
３
３
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
や
身
体
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障

害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る
父

母
ま
た
は
、
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
か
ら

３
級
ま
た
は
下
肢
障
害
４
級
の
一
部
の

人
（
内
部
障
害
を
除
く
）

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
狢
・
Ａ
の

１
・
Ａ
の
２
の
人

③
前
記
に
該
当
し
な
い
人
（
内
部
障
害
、

精
神
障
害
、
手
帳
未
所
持
な
ど
）
で
、

医
師
の
診
断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら

れ
る
人

※
施
設
入
所
を
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

１
級
（
重
度
障
害
者
）
５
万
５
５
０
円

２
級
（
中
度
障
害
者
）
３
万
３
６
７
０
円

特
別
障
害
者
手
当

精
神
や
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者
に

支
給
し
ま
す
。

対
象そ

れ
ぞ
れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り

ま
す
。

①
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
（
上
肢
・
下
肢
・

体
幹
）
・
内
部
（
心
臓
・
呼
吸
器
・
腎

臓
・
肝
臓
・
血
液
）
・
免
疫
・
精
神
の

障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
人
で
、
お
お
む

ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
か

ら
２
級
の
人
、
療
育
手
帳
の
障
害
程
度

が
狢
・
Ａ
の
１
・
Ａ
の
２
の
人

②
前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診

断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※
主
に
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
人
が
対
象

で
す
が
、
１
つ
の
障
害
だ
け
で
も
、
一

定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
施
設
入
所
を
し
て
い
る
人
や
、
病
院
お

よ
び
診
療
所
な
ど
に
３
か
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

２
万
６
３
４
０
円

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
、
ね
た
き
り
身

体
障
害
者
ま
た
は
そ
れ
ら
の
人
を
介
護
す

る
人
に
支
給
し
ま
す
。

対
象

①
在
宅
重
度
知
的
障
害
者

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
狢
、
狢
の
１
、

狢
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
と
判
定
さ
れ

た
20
歳
以
上
の
在
宅
者
ま
た
は
そ
の
人
を

介
護
す
る
家
族

※
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
重
度
と
判
定

さ
れ
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ね
た
き
り
身
体
障
害
者

自
宅
で
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
ね
た
き

り
で
、
入
浴
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常

生
活
に
人
手
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
ま
た
は
、
そ
の
人
を
介
護
す

る
家
族

支
給
額
（
月
額
）

８
６
５
０
円

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
、
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
８
月
に
、
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
は
４
月
に
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

障
害
児
対
象
（
20
歳
未
満
）

障
害
者
対
象
（
20
歳
以
上
）

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

社
会
福
祉
課
　
蕁
36
│
１
１
５
１

障
害
手
当
の
ご
案
内
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昔
覚
え
た
や
り
方
を
思
い
だ
し
な
が
ら
教

え
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
笑
顔
で
教
え
て
い

ま
し
た
。

市
防
災
協
力
会
は
、
７
月
４
日
（
月
）
か

ら
８
日
（
金
）
に
か
け
て
市
内
の
市
道
な
ど

で
草
刈
り
奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
に
は
、
加
盟
各
社
か
ら
１
１
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

市
防
災
協
力
会
は
、
市
内
の
建
設
業
者

を
中
心
と
し
、
公
共
の
防
災
や
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、

37
社
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
18
日
（
月
）、
千
倉
漁
港
周
辺
で
千

倉
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
き
ず
な
」
に
よ

る
、「
千
倉
海
の
里
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
海
産
物
な
ど
の
販
売
や
、

漁
師
網
の
作
り
方
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

網
の
作
り
方
体
験
に
参
加
し
た
女
性
は
、

「
ス
イ
カ
を
包
む
網
や
網
バ
ッ
グ
を
作
り
た

い
」
と
、
網
の
基
本
形
と
も
言
え
る
本
目
ほ
ん
め

（
平
結
び
）
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
指
導

す
る
漁
師
は
「
本
目
を
網
針
あ
ば
り

を
使
わ
ず
に

作
る
方
法
は
今
で
は
や
ら
な
い
ね
。
私
も

７
月
12
日
（
火
）、
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
が
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
地

域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
優
良
団
体
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

と
み
う
ら
枇
杷

び

わ

倶
楽
部
な
ど
の
バ
ス
停

の
統
一
や
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
力
し
た
旅

行
商
品
の
開
発
、
鉄
道
や
高
速
バ
ス
と
快

速
バ
ス
の
乗
継
割
引
運
賃
の
設
定
な
ど
、

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
は
、

交
通
事
業
者
や
利
用
者
、
国
、
県
、
市
で

構
成
さ
れ
、
市
民
や
来
訪
者
に
と
っ
て
便

利
な
公
共
交
通
体
系
を
つ
く
る
協
議
会
で

す
。

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

千
倉
海
の
里
ま
つ
り

市
防
災
協
力
会
に
よ
る
草
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

昔ながらの網作りを教える漁師

市防災協力会による草刈り作業

池口国土交通副大臣（左）から表彰状を受け
取った石井市長

｢がんばろう！日本｣ 小林栄一さん（富浦地区）

「地震から１週間、宮城県仙台市の親戚と連絡が取れなくて、
怪我がないと聞いた時は安心したよ。関東大震災の時は大房岬
が陰になって富浦に津波被害はなかったらしいけど、私の祖母
は地震で亡くなったんだよ」
今回の地震は人ごとには思えないと言います。
こんな時だからこそ、南房総と被災地の皆さん一緒になって
頑張ろうと、エールの意味を込めて作品を描きました。作品は
水彩画です。

今月の表紙
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や
食
事
改
善
に
つ
い
て
面
接
を
し
、
６
か

月
後
に
２
回
目
の
面
接
を
行
い
ま
す
。

対
象①

腹
囲
の
ほ
か
に
、
②
血
圧
・
③
脂

質
・
④
血
糖
・
⑤
喫
煙
の
う
ち
１
つ
に

該
当
す
る
人

支
援
を
受
け
た
人
の

数
値
の
変
化
と
感
想

昨
年
度
に
特
定
保
健
指
導
の
「
積
極
的

支
援
」
に
判
定
さ
れ
、
６
か
月
に
わ
た
り

支
援
を
受
け
た
２
人
の
数
値
の
変
化
と
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

腹
囲
計
測
や
血
圧
測
定
な
ど
の
特
定
健

診
を
受
け
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

健
診
結
果
は
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
を

映
す
鏡
と
も
言
え
ま
す
。
も
う
一
度
、
健

診
結
果
と
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定
健
診
を
受

け
た
人
が
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
む

際
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
運
動
・
食

事
改
善
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

特
定
健
診
の
結
果
に
よ
っ
て
、「
積
極

的
支
援
」
と
「
動
機
づ
け
支
援
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

※
血
圧
、
脂
質
、
血
糖
の
薬
を
服
薬
し
て

い
る
人
は
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

積
極
的
支
援

約
６
か
月
に
わ
た
り
面
接
や
電
話
な
ど

で
、
運
動
や
食
事
改
善
に
つ
い
て
継
続
し

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象①

腹
囲
の
ほ
か
に
、
②
血
圧
・
③
脂

質
・
④
血
糖
・
⑤
喫
煙
の
う
ち
２
つ
以

上
に
該
当
す
る
人

動
機
づ
け
支
援

健
診
結
果
を
お
渡
し
す
る
と
き
に
運
動

特
定
保
健
指
導
を
健
康
づ

く
り
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

健健健健
康康康康
だだだだ
よよよよ
りりりり
健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

特定保健指導の対象となる目安 

内臓脂肪型肥満 

①腹囲　　男性85㎝以上 

　　　　　女性90㎝以上 

 

＋ 
②血圧　収縮期血圧130㎜Hg以上 
　　　　または拡張期血圧85㎜Hg以上 

③脂質　中性脂肪150mg/dl以上または 
　　　　HDLコレステロール40mg/dl未満 

④血糖　空腹時血糖100mg/dl以上または 
　　　　ヘモグロビンA1c5.2％以上 

⑤喫煙歴あり（血圧、脂質、血糖のいずれ 
　　　　　　か1つ以上に該当する場合 
　　　　　　に追加でカウントする） 

Ｓさんの健診数値の変化 

項　目 特定健診時 6か月後 

体重（㎏） 

腹囲（㎝） 

中性脂肪 

ＨＤＬ 

血糖値 

ヘモグロビンA1ｃ 

64.0 

90.0 

235 

51 

107 

6.2

59.9 

90.0 

99 

55 

104 

5.9

特定
健診
結果

積極
的支
援

or

動機
づけ
支援

お
や
つ
に
気
を
つ
け
て

体
重
が
減
り
ま
し
た
！
　

Ｓ
さ
ん
（
60
歳
女
性
）

特
定
保
健
指
導
に
参
加
し
て
、
は
じ
め

の
３
か
月
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

が
簡
単
な
よ
う
で
な
か
な
か
難
し
く
「
お

や
つ
を
食
べ
て
も
、
食
後
の
間
食
を
３
日

間
我
慢
す
れ
ば
や
せ
ら
れ
る
！
」
と
い
う

言
葉
に
半
信
半
疑
で
し
た
。
３
か
月
が
経

過
し
た
頃
に
、
３
日
間
我
慢
し
た
ら
自
然

と
食
後
の
間
食
が
や
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
間
食
に
焦
点
を
絞
っ
て
意
識

し
た
こ
と
が
生
活
習
慣
の
変
化
に
つ
な
が

り
、
体
重
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
６
か
月

間
実
施
し
た
あ
と
に
、
今
ま
で
に
な
い
充

実
感
を
感
じ
ま
し
た
。



に
随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

安
房
歯
科
医
師
会
と
安
房
郡
市
の
共
催

に
よ
る
「
平
成
23
年
度
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
が
６
月
９
日
（
木
）、
三
芳
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歯
科
医
師
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
親
と

子
の
部
で
は
白
熊

し
ら
く
ま

祐
子
さ
ん
と
日
湖
に

こ

ち
ゃ

ん
、
高
齢
者
の
部
で
は
樋
口
喜
持

よ
し
じ

さ
ん
が

市
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

親
と
子
の
部

最
優
秀
賞
　
白
熊
祐
子
・
日
湖

132011年8月号

健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」「
貯
筋
運
動

教
室
」「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」
な
ど

の
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
程

は
「
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
お
知
ら
せ
版
」

優
秀
賞
　
松
井
川
美
穂
・
輝
良

き

ら

優
良
賞
　
志
波
晴
美
・
美
和

高
齢
者
の
部

最
優
秀
賞
　
樋
口
喜
持

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
８
月
17
日

（
水
）
か
ら
10
月
16
日
（
日
）
ま
で
行
う

総
合
検
診
会
場
で
受
診
で
き
ま
す
。

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

人
や
病
院
な
ど
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
、
生
活
機
能
評
価
の
対
象
年

齢
に
該
当
す
る
人
や
、
が
ん
検
診
を
申
し

込
ん
で
い
る
人
に
は
、
各
地
区
の
総
合
検

診
初
日
の
３
週
間
前
を
目
安
に
検
診
通
知

を
送
り
ま
す
。
受
診
す
る
場
合
は
総
合
検

診
個
人
票
を
持
っ
て
、
会
場
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

社
会
保
険
加
入
者
な
ど
で
が
ん
検
診
の

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
に
は
通
知
が

届
き
ま
せ
ん
。
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

健
康
支
援
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

総
合
検
診
の
日
程
や
会
場
な
ど
詳
し
く

は
、「
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
７
月
号
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

検
診
希
望
日
の
10
日
前
ま
で

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

無
料
で
受
診
で
き
ま
す

肝炎ウイルス検診の対象年齢 

年齢 生　年　月　日 

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

65歳 

70歳 

昭和46年4月1日～昭和47年3月31日 

昭和41年4月1日～昭和42年3月31日 

昭和36年4月1日～昭和37年3月31日 

昭和31年4月1日～昭和32年3月31日 

昭和26年4月1日～昭和27年3月31日 

昭和21年4月1日～昭和22年3月31日 

昭和16年4月1日～昭和17年3月31日 

白熊 祐子さん・日湖ちゃん親子

樋口 喜持さん

Ｗさんの健診数値の変化 

項　目 特定健診時 6か月後 

体重（㎏） 

腹囲（㎝） 

中性脂肪 

ＨＤＬ 

血糖値 

ヘモグロビンA1ｃ 

74.5 

88.0 

109 

46 

112 

5.8

66.4 

79.5 

54 

55 

90 

5.8

目
標
を
立
て
た
り
、
体
重
を
記

録
し
て
生
活
習
慣
が
改
善
し
ま

し
た
。

Ｗ
さ
ん
（
60
歳
男
性
）

当
初
、「
目
標
達
成
は
無
理
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
続

け
る
こ
と
で
結
果
が
見
え
て
き
て
、
結
果

が
出
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続
す
る
気
持
ち

が
維
持
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
今
の
数
値
を
維
持
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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暑い夏、皆さんは、どのような節電対策や省エネ対策に取り組んでいますか？
市内の小・中学校では、キュウリやゴーヤの苗を育てて、緑のカーテンを作っています。
ペットボトルのフタを集めて、エコキャップ運動に参加している皆さんもいます。
自分にできることを見つけて、環境にやさしい運動を始めましょう。

Ｎo.50

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

～みんなで環境にやさしい運動を始めよう～

緑のカーテン作りに取り組んでいます

育ててみよう
緑と笑顔　明るい市

三芳小学校　4年生の皆さん
みんなでゴーヤの苗を植えて、大切に育てて
います｡

千倉中学校　生徒会の役員の皆さん

三芳地区：南房総エコネット
三芳地区の皆さん

三芳地区：アメリカン電機　㈱　
の皆さん

富山地区：市部ボランティアチーム
の皆さん

皆さん、これからもがんばって育ててくださいね｡

～千倉中学校生徒会長の
石井克典さんに聞きました～

問：どんな取り組みをしていますか？
答：千倉中学校では、環境への取り組みのため、生徒全員
で緑のカーテンを作っています｡各クラスのリーダー
を集め、ゴーヤの苗を植えました｡

問：ゴーヤの管理はどのように行っていますか？
答：クラス毎に順番を決め、水やりなどを行っています｡
問：緑のカーテンを作ってみてどうですか？
答：とても楽しいです｡実が大きくなったら、みんなで食
べたいです｡

三芳中学校　2年生　緒形　勇希さん
毎日、ゴーヤの成長を見守っています｡

エコキャップ運動に参加しています
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千倉町瀬戸　臼井蒼海
か い

くん
「パパとママと一緒に、ゴーヤの苗を植えたんだよ｡毎日、
水かけを手伝っているんだ｡家族みんなで作ったゴーヤを
食べるのがとっても楽しみ｡早く大きくなぁ～れ！」

白浜町滝口　中村哲也さん・紘子さん夫妻
「こんなに大きく育ちました｡毎日の水やりが大
変です｡ゴーヤの実もたくさんついています」

白浜町滝口　浅沼智榮子さん
「緑のカーテンをすることで、部屋が涼しくな
りました｡大きく育つように、ゴーヤの根を地中
に伸ばせるように工夫をしています」

わたしのエコ自慢!!

申込期限 9月16日（金）まで
申込方法 市のホームページから環境啓発冊子広告掲載申込書を入手し、必要書類を添え

て環境保全課に持参してください｡

環境カレンダー2012年版に掲載する有料広告を募集します｡
カレンダーには環境ポスター、環境標語、環境啓発に関する情報を
掲載し、環境保全の普及を図ります｡

広告掲載規格など

有料広告募集　エコライフ★カレンダー2012年版事業者の皆さんへ

■家庭や職場、地域などで取り組んでいる節電や省エネ対策など、環境に優しい活動を教え
てください｡皆さんからの情報をお待ちしています｡
※詳しくは、広報6月号のエコ★ニュースをご覧ください｡
情報提供先 環境保全課　蕁 33－1053 FAX 20－4597

電子メール　kankyo＠city.minamiboso.chiba.jp

掲載位置 

枠の大きさと掲載枠数 

掲載料金 

作成部数 

カレンダーの配布対象者 

カレンダーの日付ページの下部 

1号広告　縦30ミリメートル×横270ミリメートル　　12枠以内 
2号広告　縦30ミリメートル×横130ミリメートル　　24枠以内 
 1号広告　1枠　5,000円　　2号広告　1枠　2,500円 

5,000部 

市内小・中学生および希望する市民へ配布します｡ 

緑のカーテンづくりに
参加した市民の皆さんか
らのメッセージです。
ご協力ありがとうござ

いました｡



子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
（
日
）

で
す
。
新
し
い
受
給
券
を
郵
送
し

ま
し
た
。
古
い
受
給
券
は
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

受
給
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、

子
育
て
支
援
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
23
年
度
市
町
村
民
税
額
の

確
定
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
が
変

更
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
は
、
税
額
控
除
前
の

市
町
村
民
税
所
得
割
の
有
無
で
決

定
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
３

房
総
沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な

地
震
が
発
生
し
た
、
と
い
う
想
定

で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

８
月
28
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

和
田
中
学
校
、
安
房
拓

心
高
校

参
加
機
関

市
、
消
防
団
、
和
田

地
区
住
民
、
安
房
郡
市
消
防
本

部
な
ど

問

内
容

・
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報
伝

達
・
和
田
地
区
住
民
お
よ
び
中
学
生

に
よ
る
津
波
避
難
訓
練

・
地
震
被
災
家
屋
か
ら
の
救
出
訓

練
・
高
所
救
出
訓
練
な
ど

消
防
防
災
課
　

蕁
33
│
１
０
５
２

県
か
ら
委
託
を
受
け
た
普
及
員

が
市
内
す
べ
て
の
住
宅
を
訪
問
し
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

と
未
設
置
世
帯
に
対
す
る
設
置
の

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。
機
器
の

販
売
・
斡
旋

あ
っ
せ
ん

は
行
い
ま
せ
ん
。
ご

問

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
普
及
員
は
、「
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
員
」
の
名
称
入
り
帽
子
、

腕
章
を
着
用
し
、
写
真
入
り
身

分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
９
月
か
ら
平
成
24
年
２
月

ま
で安

房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課
　

蕁
22
│
２
２
３
５

千
葉
県
統
計
協
会
発
行
「
２
０

１
２
年
版
県
民
手
帳
」
の
購
入
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

大
き
さ
は
、
横
85
㎜
×
縦
１
４

５
㎜
で
紺
色
と
黄
色
の
２
色
が
あ

り
ま
す
。
県
の
統
計
資
料
や
、
公

共
機
関
な
ど
の
情
報
も
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

価
格

１
冊
５
０
０
円

代
金
引
き
換
え
で
、
情
報
推

進
課
ま
た
は
支
所
で
お
渡
し
し

ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
の
色
・
希
望
の
数
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

９
月
２
日
（
金
）

引
渡
予
定

10
月
上
旬
以
降

問

16 2011年8月号　

７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
、
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
で
人
権
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
た
委

員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
民
課

蕁
33
│
１
０
５
１

問

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
7月26日（火）に実施されました
●全職員対象に認知症サポーター養成講座を実施
●ワンコインで夏休みの宿題解決大作戦！
●「教師塾」若手教職員の要望や悩みに答えます
●「百字で伝える私の想い」募集

7月定例記者会見

和
田
地
区
で
防
災
訓
練

住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及

員
が
戸
別
訪
問
し
ま
す

２
０
１
２
年
版
県
民
手
帳

予
約
を
受
け
付
け
ま
す

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た

新
し
い
子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
券
を
郵
送
し
ま
し
た

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

防災訓練の様子

石井　康夫
（富浦地区）

穂積　利夫
（富浦地区）

小谷　孝
（白浜地区）



夜
遅
く
ま
で
騒
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
筒
の
花
火
は
中
を
の
ぞ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
風
の
強
い
と
き
は
花
火
で
遊
ば

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
遊
び
方
、
注
意
書
き
を
よ
く
読

み
ま
し
ょ
う
。

・
水
を
用
意
し
て
、
後
片
付
け
を

必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

安
房
郡
市
消
防
本
部

蕁
22
│
２
２
３
３

幼
稚
園
と
保
育
所
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、「
南
房
総
市
幼
稚

園
・
保
育
所
再
編
計
画
」（
案
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

問
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情
報
推
進
課

蕁
33
│
１
０
０
３

FAX
20
│
４
５
９
６

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎

月
公
表
し
て
い
る
「
完
全
失
業
率
」

の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
の
基
礎
資
料

に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

調
査
対
象

千
倉
地
区
南
朝
夷
の

一
部
の
世
帯

調
査
期
間

９
月
か
ら
平
成
24
年

１
月
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
総
合
企
画
部
統
計
課
　

蕁
０
４
３
│
２
２
３
│
２
２
２
０

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
遊
ぶ

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
は
大
人
と
一
緒
に
遊
び
、

問 問

電力が不足しています　節電にご協力をお願いします

閲
覧
方
法

子
育
て
支
援
課
、
市

民
課
、
支
所
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

募
集
期
限

９
月
12
日
（
月
）

提
出
方
法

指
定
の
様
式
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
、
子
育
て
支
援
課
、

市
民
課
、
支
所
に
あ
り
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
３

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
想
い
を
文
章
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ

「
あ
り
が
と
う
」

応
募
作
品

百
字
以
内
の
文
章

※
便
せ
ん
サ
イ
ズ
の
用
紙
（
Ａ
４

サ
イ
ズ
程
度
）
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法

作
品
用
紙
内
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
封
書
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
込
期
限

12
月
９
日
（
金
）

問

賞
品

房
州
う
ち
わ

教
育
総
務
課

蕁
46
│
２
９
６
１

市
が
市
内
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

借
り
受
け
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
避
難
し
て
い
る
人
に
仮
設
住
宅

と
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
提
供
で
き
る

人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　

蕁
36
│
１
１
５
１

募
集
職
種

小
・
中
学
校
教
員

※
特
に
、
中
学
校
の
数
学
、
理
科
、

英
語
、
家
庭
科
の
講
師
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

職
務
の
内
容

①
療
養
休
暇
、
産
休
・
育
休
の
代
替

②
中
学
校
の
教
科
指
導
の
み
の
非

常
勤

応
募
資
格

教
員
免
許(

一
種
ま
た

は
二
種)

を
持
っ
て
い
る
人
で
、

60
歳
未
満
（
非
常
勤
の
場
合
は

65
歳
未
満
）
の
人

勤
務
学
校

安
房
地
区
の
小
・
中

学
校南

房
総
教
育
事
務
所

蕁
０
４
３
８
│
25
│
１
３
１
１

問 問 問

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編

計
画
案
へ
の
意
見

小
・
中
学
校
講
師

百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
　

ぼ
し
ゅ
う 
ぼ
し
ゅ
う 

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
仮
設
住

宅
と
し
て
借
り
受
け
ま
す

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火



と
き

９
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ

長
狭
高
校
文
化
ホ
ー
ル

内
容

「
駅
伝
チ
ー
ム
の
強
化
と

組
織
づ
く
り
」

講
師

長
狭
高
校
教
諭
　

渡
辺
俊
明
さ
ん

定
員

２
２
０
人

申
込
方
法

長
狭
高
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
入
手
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

９
月
２
日
（
金
）

長
狭
高
校
　

蕁
０
４
│
７
０
９
２
│
１
２
２
５

FAX
０
４
│
７
０
９
３
│
６
４
９
９

安
房
地
域
の
景
色
や
催
事
な
ど
の

映
っ
た
映
像
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
安
房
の
ひ
か
り
」

応
募
方
法

南
総
文
化
ホ
ー
ル
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

入
手
し
、
作
品
に
添
付
し
て
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問

※
詳
し
く
は
、
南
総
文
化
ホ
ー
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

12
月
31
日
（
土
）

南
総
文
化
ホ
ー
ル

蕁
22
│
１
８
１
１

と
き

11
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ

南
総
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

応
募
資
格

・
県
内
に
在
住
す
る
外
国
人
で
、

日
本
在
住
通
算
年
数
が
初
級
は

５
年
以
内
、
上
級
は
制
限
な
し

・
過
去
の
本
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
な
い
こ
と
（
初
級

で
受
賞
し
て
い
る
人
が
、
上
級

へ
応
募
す
る
こ
と
は
可
能
）

募
集
人
数

初
級
８
人
、
上
級
５
人
　

テ
ー
マ

自
由

発
表
時
間

５
分
以
内
（
原
稿
使

用
可
）

応
募
方
法

発
表
内
容
を
日
本
語

で
４
０
０
字
程
度
に
要
約
し
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
役
所
窓
口
、
南

問

18 2011年8月号

広
告
付
き
封
筒
無
償
提
供
申
込

書
に
、
市
税
納
付
状
況
な
ど
の
確

認
の
承
諾
書
・
広
告
内
容
の
版

下
・
業
務
内
容
が
わ
か
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
添
付
し
て
財
政
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
・
承
諾
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

８
月
31
日
（
水
）

財
政
課
　
蕁
33
│
１
０
２
２

上
瀬
戸
老
人
ク
ラ
ブ
（
千
倉
地

区
）
が
有
機
低
農
薬
で
育
て
ま
し

た
。
さ
つ
ま
い
も
（
べ
に
あ
ず
ま

10
株
１
０
０
０
円
、
安
納
芋
10
株

２
０
０
０
円
）、
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
本
１
０
０
円
）。
誰
で
も
収
穫

で
き
ま
す
。

期
間

８
月
は
13
日
（
土
）
か
ら

毎
日
。
９
月
以
後
は
毎
土
・

日
・
祝
日
（
売
り
切
れ
る
ま
で
）。

時
間

午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
　

上
瀬
戸
老
人
ク
ラ
ブ

蕁
０
９
０
│
８
８
９
１
│
６
２
５
９

（
加
藤
）

蕁
０
９
０
│
２
６
５
２
│
６
９
６
５

（
川
名
）

問 問

市
役
所
が
使
用
す
る
封
筒
を
、
広

告
入
り
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
封
筒

・
角
２
封
筒
　
２
万
５
０
０
０
枚

５
０
０
０
枚
単
位
で
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
長
３
封
筒
　
６
万
枚

１
万
枚
単
位
で
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

封
筒
の
用
途

市
役
所
業
務
全
般
（
窓
あ
き
封
筒

使
用
時
を
除
く
）
に
使
用
し
ま
す
。

業
務
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

広
告
枠

・
角
２
封
筒

封
筒
裏
面
の
２
０
０

㎜
×
１
５
０
㎜
の
枠
内
。
枠
内
で

あ
れ
ば
複
数
広
告
も
可
。

・
長
３
封
筒

封
筒
裏
面
の
１
５
０

㎜
×
60
㎜
の
枠
内
。
枠
内
で
あ
れ

ば
複
数
広
告
も
可
。

使
用
期
間

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
提
供
さ
れ

た
封
筒
の
在
庫
が
終
了
す
る
ま
で
。

申
込
方
法

広
告
入
り
封
筒
の
無
償
提

供
者

上
瀬
戸
Ｚ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ジ

ー

バ

農
園

秋
の
収
穫
体
験

東
日
本
女
子
駅
伝
千
葉
県
代

表
チ
ー
ム
優
勝
監
督
講
演
会

「
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ
　
　

ス
テ
ィ
バ
ル
＠
安
房
」

出
展
作
品

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 



総人口（＋3） 
42,822人 

男（＋10） 
20,560人 
女（－7） 
22,262人 
世帯数（＋5） 
17,163世帯 

出生 16人 

死亡 39人 

転入 90人 

転出 64人 

人口の動き （平成23年8月1日現在） 
（　）内は前月比 

携　帯
サイト

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを送信してください

総
文
化
ホ
ー
ル
受
付
に
あ
り
ま

す
。
南
総
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
期
限

９
月
30
日
（
金
）

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
事
務
局
（
南
総
文
化
ホ
ー

ル
内
）
蕁
22
│
１
８
１
１

遺
言
・
任
意
後
見
・
尊
厳
死
宣

言
・
離
婚
な
ど
の
公
正
証
書
作
成

問

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
13
日
（
火
）

10
月
11
日
（
火
）

11
月
８
日
（
火
）

12
月
13
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

南
房
総
市
役
所
本
館

館
山
公
証
役
場
　

蕁
22
│
５
５
２
８

問

192011年8月号

滝
田
か
ら
平
群
を
抜
け
て
岩
井
に
通
う
道
を
、
滝
田
街
道
と
呼
び

ま
す
。

昔
む
か
し
の
話
で
す
が
、
そ
の
街
道
の
岩
井
の
入
口
に
一
軒
の
店

屋
が
あ
っ
て
、
日
用
品
や
旅
人
の
た
め
の
草
鞋
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
平
群
の
方
か
ら
や
っ
て
来
た
一
人
の
旅
人
が
、
軒
先

に
ぶ
ら
下
が
っ
た
草
鞋
を
見
な
が
ら
道
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

店
屋
の
主
は
、「
左
の
方
が
市
部

い
ち
ぶ

で
、
右
の
方
が
二
部

に

ぶ

で
す
」
と

親
切
に
教
え
た
の
で
す
が
、
聞
い
た
旅
人
は
、
び
っ
く
り
し
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。
地
名
の
市
部
と
二
部
を
、
物
の
値
の
一
分

い
ち
ぶ

・
二
分

に

ぶ

と
勘
違
い
し
て
聞
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
ま
り
に
も
高
い
草
鞋
の
値
に
、
こ
の
土
地
は
、
と
ん
で
も
な
い

所
だ
と
、
店
屋
か
ら
飛
び
出
し
、
急
い
で
立
ち
去
っ
た
そ
う
で
す
。

一
分
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
の
お
金
の
単
位
で
、
千
文

せ
ん
も
ん

に
当
た

る
額
で
す
か
ら
、
数
文
の
価
値
し
か
な
い
草
鞋
に
、
聞
い
た
こ
と
も

な
い
高
い
値
が
付
い
て
い
る
と
思
っ
て
、
旅
人
は
驚
い
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
そ

の
頃
の
宿
場
で
あ
っ
た
市
部

村
の
旅は

た

籠ご

の
泊
ま
り
賃
を
言

い
ま
す
と
、
お
よ
そ
百
五
十

文
で
し
た
。

第64話
生稲謹爾

「高い草鞋
わらじ

」

そ
う
だ
ん 
そ
う
だ
ん 

公
証
人
無
料
相
談
会

採取場所：南房総広域水道企業団大多喜浄水場　　　
市内3か所の浄水場

放射性ヨウ素＝不検出　放射性セシウム＝不検出

採取場所：岩井海岸（富山地区）、瀬戸浜海岸（千倉地区）
放射性ヨウ素＝不検出　放射性セシウム＝不検出

※土壌の安全基準は定められていませんが、厚生労働省「放射能汚染された食品
の取り扱い」は、飲料水・牛乳は200Bq／㎏、野菜・穀類・肉・卵などは、
500Bq／㎏を暫定規制値としています。今回検出された数値は、この暫定規制
値を下回っており、通常の教育をして差し支えないものと判断しています。

放射能量測定結果

● 水道水（7月26日採取）

● 海水（7月27日・7月28日採取）

採取場所：市内幼稚園、小・中学校、千倉総合運動公園
放射性ヨウ素＝不検出　放射性セシウム＝不検出

● プール水（6月9日・6月16日・7月7日採取）

採取場所 放射性ヨウ素 
放射性セシウム 

富浦中学校 
富山中学校 
三芳中学校 
白浜中学校 
千倉中学校 
丸山中学校 
和田中学校 

不検出 
不検出 
不検出 
不検出 
不検出 
不検出 
不検出 

134 
不検出 
不検出 
不検出 
14 
不検出 
24 
不検出 

137 
不検出 
不検出 
不検出 
16 
9 
22 
15

合計 
不検出 
不検出 
不検出 
30 
9 
46 
15

 （Bq/kg） ● 土壌（7月22日採取）



20 2011年8月号

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

保険診療 
イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 
外傷の治療 

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

○各種保険取扱い 

自費診療 
医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
光治療（フォトスキンセラピー）  
　　　…顔全体10,000円（初回2,000円） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科形成外科・美容外科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　薔 0120-897-990

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
８
月
号

平
成
23
年
８
月
11
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

安
房
葦
船
祭
実
行
委
員
会
は
、
２
０
０
５
年
に
高
知

か
ら
伊
豆
諸
島
ま
で
葦
船
で
渡
航
し
た
冒
険
家
石
川
仁じ
ん

さ
ん
の
活
動
「
カ
ム
ナ
葦
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
感
銘

を
受
け
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
団
体
名
の
と
お
り
『
安
房
葦
船
祭
』

の
企
画
運
営
お
よ
び
そ
れ
に
関
わ
る
広
報
活
動
が
中
心

で
す
。
次
回
の
葦
船
祭
に
向
け
た
葦
刈
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
『
安
房
葦
船
祭
２
０
１
１
』
と
題
し
、
７
月

17
日
（
日
）
・
18
日
（
月
・
祝
）
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
自
ら
葦
船
を
製
作
し
、
海
に
浮
か

べ
乗
船
し
ま
し
た
。
初
め
て
体
験
す
る
葦
船
作
り
に
、

笑
顔
で
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
年
は
環
境
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
る
活
動
に
も
目

を
向
け
、
イ
ベ
ン
ト
で
製

作
し
た
葦
船
を
花
壇
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

石
川
仁
さ
ん
の
冒
険

や
、
葦
を
利
用
し
た
環
境

保
全
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

安
房
葦
船
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
　
吉
良
き

ら

蕁

０
８
０
│
６
６
８
９
│
４
５
１
２

問

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
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